
一ヵ月経ってもそのままの車と瓦礫。流されて
来た物で、この部落のものではないらしい。

支援物資の提供、ありがとうございました。

　この度は、短い期間にも関わらず、予想を遥かに上回る物資を集める事ができま
した。何か出来ることをしたいと思う気持ちはみんな一緒なんだと感じましたし、
皆さんの素早い対応に感謝の気持ちで一杯です。ありがとうございました。また、
仕分けて袋詰めする作業にも沢山の方に協力していただきました。現地の負担をほ
んの少しですが減らせたのではないかと思っています。重ねてお礼申し上げます。
　

搬入先：岩手県立
福祉の里センター

分類した支援物資

現在は、親戚の家や支給されたテントに寝泊まりし
ているとのこと。寝たきり老人もこのテントの中に
２人いる。

体育館

　ここが特別という訳ではなく、このような避難場所はいたるところにあり、被災された方々は大変な思いをされています。
ここだけで、90名。今回の震災は信じられないくらい大規模で悲惨なものなのだと思いました。
被災地に必要なものは日々変化しています。衣食は足りてきました。次は何を支援したらいいのか、被災していないそれぞれ
が考えなければいけないのではないか、と思いながら帰ってきました。

一時、90人の住民が津波の被害を受けなかった高台の三軒の家で生活してい
た（津波の届かなかった家は無傷）この家のすぐ下の家は骨組みだけは残っ
ていて、入り込んだ土砂を老人が１人で運び出していた。

同行した部落。

ここで炊事をし、ここで食事をしている。食料は偏ってはい
るが支給されている。

　集まった物資は16日大船渡サポートネットワークセン
ター（災害救助の方々が中心になって立ち上げた組織。裏面
参照）の拠点「岩手県立福祉の里センター」に搬入して
きました。ここでは届けられた物資は体育館でボランテ
ィアの人達によって仕分けされ、避難所の人達に配られ
るようです。
　運び込まれている物資は衣類が多く、衣類(下着以外)
は足りてきているようでしたが、それ以外ほとんど空の
ような状態で、まだまだ十分でないという印象を受けま
した。
　　ちょうど搬入しているときに、被災した90人ほどの部落で物資が不足しているとの連絡があり、運搬のお手伝いをさせて
いただきました。持ち込んだ物資は仕分け済みだったので、そのまま持って来た物資を積み込むことになり、一部ですが行き
先を見届けることができました。




